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１．はじめに 

 

商業街区には歩車混合細街路が依然として存在し

ており，車両の進入や路上障害物の存在により，歩

行者の安全に影響を与えているという報告がされて

いる1)．さらに，商業街区内細街路は商業地区の一

部であるために路面店が存在しており，買い物等の

目的で多くの歩行者が遊歩しているが，店舗前に荷

捌きのための駐車車両が存在することがあり，歩行

者の通行の安全性を脅かしたり2)3)，入店の弊害に

なっていると思われるケースが多く見られる．これ

は商業地区としての魅力を損なうものと考えられる． 

そこで本研究では，歩車混合細街路を通行する歩

行者の行動を分析し，自動車交通や歩行者密度等の

路上条件を考慮した歩行者の遊歩行動を表すモデル

の作成することにより，商業街区内細街路を，歩行

者にとって魅力ある空間へと改善し，経済的な活性

化に役立てるため，歩行空間や荷捌き駐車場の整備，

また自動車交通規制等の交通政策の効果を定常的に

把握する手がかりとしようとするものである． 

 

２．歩行者の遊歩行動モデル 
 

一般に，歩行者は，道路を通過する際，目前に

車両の進入を確認したら，危険を感じて回避行動を

行い，駐車車両を確認したら，通行の障害になると  
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感じて車両の近くに行くことを避ける．また，通行

の際に路面店の存在を確認したら，魅力を感じて立

ち寄ろうとする行動をとる．このように，歩行者は

道路通過の際，目前で起きている路上条件（外的条

件）と，移動距離等の歩行者の条件（内的条件）の

２つによって次の行動を判断すると仮定し，これを

歩行者の遊歩行動とした． 

今回，モデル化にはロジットモデル式を採用し

た．このモデルの基本前提は，「個人は，利用可能

な選択肢において，様々な路上条件の下，最も効用

（望ましさ）の高い選択肢を選ぶ」というものであ

る．各選択肢の効用は，選ばれる側である選択肢の

特性（外的条件）と，選ぶ側である個人の特性（内

的条件）により異なる．本研究では道路を中央と道

路端にわけ，選択肢を３つとした．各選択肢におけ

る各効用は路上条件（外的条件）と歩行者の条件

（内的条件）の２つによって決定し，その効用より，

歩行者は「最も望ましい選択肢」を選ぶとする． 
今回の３選択肢の場合，個人Ｎが選択肢ｍを選

ぶ確率Ｐ N,m は以下の（１）式のようになる． 
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ここで，Ｖは効用関数であり，路上条件（外的条

件）により定まる効用関数 

   jjj XXXV ααα +⋅⋅⋅⋅++= 2211 ・・・（３） 

歩行者の条件（内的条件）により定まる効用関数 

kkk YYYV βββ +⋅⋅⋅⋅++= 2211  ・・・（４） 

の２つの効用関数の和で表される． 
ここで Xj，Yk は遊歩行動に影響を及ぼす要因(説

明変数)であり，αj，βk はパラメータである．本

研究では，遊歩行動の影響要因として，路上条件



（外部要因）Xj に，歩行者密度 X1（人／ｍ２），対

向自動車の有無 X2（有＝１，無＝０（以下同様）），

対向二輪車の有無 X3，進入車両が目前か（目前に存

在 X4＝１），駐車車両の有無 X5，また，今回対象

とした路面店は３店舗とも同じ種類の商品を販売し

ており，同じ特性と考え，路面店の売場面積 X6

（坪）を，歩行者の条件（内部要因）Yk に，移動

距離１（直進ゾーン Y1＝１），移動距離２（直進ゾ

ーンの隣のゾーン Y2＝１），歩行形態（グループの

とき Y3＝１），最短経路（路面店に近いゾーンを選

ぶとき Y4＝１）を仮定した． 

  
３．モデルのキャリブレーション 
 
（１）調査概要 
本調査では，商業街区内歩車混合細街路において，

歩行者が遊歩行動を行う際，路上条件の変化に伴い，

歩行者がどのような行動を選択するかを調査した．

今回，調査対象道路として，「歩行者・車両の交通

量がいずれも少なくない歩車混合細街路」，「歩行

者の年齢層が近い道路」，「路面店が存在する道

路」という３つの条件を満たす福岡市天神の大名地

区の道路を選定し，平成１３年１１月にビデオ撮影

を行った．ビデオカメラは歩行者の行動や道路全体，

路面店への入店を明確に確認できるように設置した．

対象とした時間帯は，上記の条件をよく満たす１４

時から１８時の間とした． 

（２）観測方法 

今回，歩行者の遊歩行動を集計する際， 図－１

に示すように，道路を歩行者の進入方向に対して３

分割し，さらに通過過程を３つに分け，各ゾーンに

番号をつけ，９つのゾーンに分割した．ビデオ観測

の結果を通して，歩行者がどの番号のゾーンを通過

したかを観測し，その際の路上条件として，対向車

両の有無，対向車両が目前であったかどうか，駐車

車両の有無，各ゾーンの歩行者人数を，歩行者の条

件として歩行形態を集計した．また，ゾーン９に接

している路面店への入店状況を集計した． 

（３）調査結果 

調査結果を表－１に示す．サンプル数は３３２

であった．またその内，ゾーン９に接する路面店に

入店した歩行者は９４名であった．今回対象とした

道路は，１車線道路であるので進入車両は道路の中

央のゾーンのみ通過するとした．この結果より，路

面店に近いゾーンに多くの歩行者が集中しているこ

と，また駐車車両が多く存在している状況が分かる． 

（４）パラメータの推定と結果 

本研究では，遊歩行動者を路面店への非入店者

と入店者の２つにわけた．これは，非入店者は，道

路通過の際，目的地を特に想定せずに遊歩行動を行

っていると考えられるが．入店者は，路面店という

目的地を想定して行動を判断すると考えられるため，

行動特性が違うと考えられるためである． 

約３０ｍ 

Ⅰ １ ２ ３

Ⅱ ５ ６４

８ Ⅲ 路面店 ９７

路面店 

約５ｍ 

図－１ 調査対象道路 

表―１ 調査結果 

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９

通過者数 109 84 139 95 79 158 72 81 179

対向自動車 0 85 0 0 110 0 0 74 0

対向二輪車 0 13 0 0 16 0 0 17 0

車両が目前 0 62 0 0 63 0 0 65 0

歩行者人数(平均) 0.578 0.542 0.449 0.898 0.557 0.976 0.280 0.491 0.497

駐車車両 57 0 2 2 0 14 5 0 136

路面店（坪） 0 0 0 40 0 60 0 0 100

グループ数

第Ⅰ過程 第Ⅱ過程 第Ⅲ過程

135



今回，パラメータの推定には最尤推定法を用い

て行った．表－２に非入店者，表－３に入店者の推

定パラメータαj，βk と説明変数 Xj，Yk の変動に

よるｔ値，表－４に各的中率と尤度比を示す． 

非入店者，入店者のパラメータともにある程度

のｔ値を示しており，仮定した要因が歩行者の遊歩

行動に影響を与えていることを表現できたといえる．

また的中率は，非入店者では７４％，入店者では８

２％と，ともにおおむね高く，尤度比は非入店者で

は０．４以上，入店者では０．５以上とともに高い

値を示している．よって遊歩行動モデルの再現性は，

非入店者・入店者ともに良好であると考えられる． 

 

４．シミュレーションと要因比較 
 
（１）シミュレーション 

今回推定されたパラメータを用いて，路上条件

の変化に伴う歩行者の遊歩行動をシミュレーション

した．今回，（ａ）路上障害物が無い場合，（ｂ）路

面店が存在する場合，（ｃ）自動車が進入する場合，

（ｄ）路面店の前に駐車車両が存在する場合の４つ

の状況でシミュレーションを行った．入力条件は以

下の通りである． 
＜入力条件＞ 
１）歩行者は非入店者である． 
２）歩行者密度は入力データの平均値とする． 

ゾーン１ Ｘ１＝０．０４（人／ｍ２） 

ゾーン２ Ｘ２＝０．０３（人／ｍ２） 

ゾーン３ Ｘ３＝０．０５（人／ｍ２） 

３）歩行形態は常に単独 Ｘ４＝０ 

４）対向車両は目前には存在しない Ｘ 7＝０ 

５）路面店の売場面積 Ｘ９＝１００（坪） 

結果を図―５に示し，以下にまとめる． 

（ａ）の結果から，歩行者は遊歩行動の際，最も移

動距離の短いゾーンを選択する確率が高いことがわ

かった． 
表－２ 非入店者の推定パラメータ 

（ｂ）より，路面店が存在することで，歩行者は魅

力を感じて路面店に近づく確率が（ａ）に比べて高

くなる． 

（ｃ）より，対向自動車が存在することで，歩行者

は回避行動を強いられることになり，道路中央を安

全に遊歩することの大きな障害である．しかし，路

面店が存在する場合，回避行動の結果，路面店に近

づくという側面も持つ．したがって，車両進入が路

面店への経済効果を生む可能性も考えられる． 

（ｄ）より，路面店の前に駐車車両が存在する場合，

歩行者が路面店に近いゾーンを選択する確率は

（ｂ）に比べて大きく減少する．これより，駐車車

両が路面店への入店の弊害であることを表現できた． 

（２）影響要因の比較 

次に上で算出された各影響要因の推定パラメー

タを比較する．比較の方法は，今回求められた距離

に関係しない要因の１単位が，距離に換算して何ｍ

に相当するかを試算する．これを相当距離と定義す

る．この相当距離の比較により，各要因の歩行者に

与える影響の大小を検討することができる．今回，

影響要因と仮定した移動距離１と移動距離２の歩行

距離の差は，約２ｍである．そこで推定された移動

距離１のパラメータと移動距離２のパラメータの差

を，歩行距離の差で除すことで，歩行距離１ｍの推

定パラメータの非効用を試算する． 

（ａ）非入店者の場合 

)/1(28.0
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表－４ 的中率と尤度比 
遊歩者 入店者

尤度比 0.415 0.539
自由度調整 0.410 0.518
的中率 74.160 82.979

パラメータ ｔ値
α１ 歩行者密度 -3.524 -2.428
α２ 自動車 -2.224 -4.073
α３ 二輪車 -0.435 -0.660
α４ 車両が目前 -1.599 -2.130
α５ 駐車車両 -2.196 -6.253
α６ 路面店 0.005 2.582
β１ 移動距離１ 2.985 10.085
β２ 移動距離２ 2.424 8.013
β３ グループ歩行 0.719 3.459

パラメータ ｔ値
α１ 歩行者密度 -1.735 -0.426
α２ 自動車 -1.074 -1.170
α４ 車両が目前 -0.642 -0.498
α６ 路面店 0.011 1.535
β１ 移動距離１ 2.387 3.620
β２ 移動距離２ 1.752 2.466
β３ グループ歩行 1.831 3.227
β４ 最短経路 0.901 2.570

表－３ 入店者の推定パラメータ 



（ｂ）入店者の場合 
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このＫ，Ｌを用いて，各相当距離を算出する．結果

を表－５に示す． 

この結果より，遊歩行動の際，対向自動車，駐

車車両の影響が他の要因に比べて大きいことが表現

できた．また，遊歩行動に目的を持たない歩行者

（非入店者）と目的を持つ歩行者（入店者）では路

上条件の与える影響は大きく違うことが分かった． 
２６％ 

４９％ 
２５％ 

 

５．おわりに 
（ａ）路上障害物無し  

本研究では，商業街区内歩車混合細街路におけ

る路上条件および遊歩行動者の条件を効用関数とし

て表すことにより，遊歩に特に目的を持たない歩行

者，また買い物等の目的を持つ歩行者の遊歩行動モ

デルを作成し，適合性，再現性共に良好なモデルが

得られた．また，推定パラメータを用い，仮定した

各影響要因の要因比較，シミュレーションを行った．

以下に得られた結論をまとめる． 

２２％ 
４１％ 

３７％ 

（ｂ）路面店が存在 

（１）道路を遊歩する歩行者にとって，目的を持た

ない人，持つ人問わず，自動車等の車両進入が遊歩

行動に危険な影響を与えていることがわかった． 
３５％ ５８％ 

７％ （２）しかし，車両進入が必ずしも商業街区にとっ

てマイナスではない可能性をもつことを示すことが

できた． （ｃ）自動車進入 
（３）駐車車両が，荷物の搬入等で路面店の前に存

在することは，歩行者が路面店に入店することの弊

害となり，経済的にマイナス効果を生んでいる可能

性があることを表現することができた． 

３３％ ６％ したがって，商業地区細街路における，歩行者

の遊歩行動の安全と，商業活性化の両立のために，

快適な歩行空間の整備，適当な交通制御の必要性と，

路面店に荷物を搬入する車両のための荷さばき駐車

場の整備の重要性を示唆することができた． 

６１％ 

（ｄ）駐車車両が存在 
図－５ シミュレーション図 
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